
◆ ApoE遺伝子とアルツハイマー型認知症

認知症を予防するための第一歩

ApoE遺伝子検査
現在、認知症患者は急増しており、厚生労働省の試算では現在国内では500万人以上の

認知症患者がいるとされ、将来的には65歳以上の方の5人に1人が認知症になるとも試

算されています。また現状、認知症に関しては抜本的な治療法が確立されておらず、予防

やリスク管理が重要とされております。

ApoE遺伝子のタイプ別
アルツハイマー型認知症発症リスク

(日本人に多いε3/ε3型を１としたときの倍率)

※Hsiung, G.Y. et al, Alzheimers Dement. 2007 Oct;3(4):418-27. より引用改変

◆ 認知症の予防対策。いつからすべきか？

認知症にはいくつか種類がありますが、日本ではその半数以上をアルツハイマー型認知症が占めると

されています。アルツハイマー型認知症はアミロイドβと呼ばれる老廃物が脳内に蓄積することが原因

とされ、実際に発症する20年以上前から蓄積し始めることが明らかになっています。そのため、発症

する前から認知症の予防を視野にいれて生活習慣の見直しなどを意識していく必要があるのです。

ApoE遺伝子検査ではアルツハイマー型認知症の発

症と密接な関わりがあるとされているApoE遺伝子

を調べます。

ApoE遺伝子には6組の遺伝子タイプが存在し、特

定の遺伝子タイプε４を持っている方ではアルツハ

イマー型認知症の発症リスクが3倍～12倍高くなる

といわれています。

もちろんε４タイプを持っているからといって必ず

しも認知症を発症するわけではありませんが、遺伝

的な認知症リスクを知ることで予防につなげていた

だくことができます。



保有遺伝子の分析結果と
評価コメントを記載

認知症を予防するための
ヒントアドバイスも記載

報告レポートイメージ

認知症に関しての情報と
測定遺伝子に関する解説を記載

予約に関するお問い合わせ
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◆ Q&Aよくあるご質問

(Q)ε4タイプの場合、必ずアルツハイマー型認知症を発症してしまうのですか？ 

(A)いいえ、本遺伝子検査は将来の認知症について発症の有無を判定するものではなく、あ
くまでも「なりやすさ」を遺伝子タイプ別に比較したものになります。またアルツハイマー
型認知症を発症するかはApoE遺伝子だけで決まるのではなく、他の遺伝子や食事・運動と
いった生活習慣なども深く関係していると言われており、生活習慣の改善や脳のトレーニン
グを行うことで予防も可能です。

(Q)リスクの高い遺伝子を持っていた場合、子供にも遺伝するのか？

(A) 遺伝子は母方と父方から受け継がれるものです。もし、リスクの高い遺伝子を保有され
ているとしても、配偶者の方の遺伝子タイプによって、子供への遺伝も変化します。また、
同じ両親から生まれた兄弟姉妹であっても遺伝子タイプが異なることもあります。

(R)検査は一度受ければよいのですか？

(A) はい。ApoE遺伝子検査は生命の設計図(遺伝子)を測定しています。原則生涯変化するこ
とはないため、検査は一生に一度で問題ございません。また、検査の際に食事や体調などの
影響を受けることもございません。
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